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 研究２では、幼児およびその母親の骨量を定量的に評価し、同時に遺伝的因子としてビタミン D 受
容体遺伝子多型、生活習慣については、食事摂取状況、食習慣、運動習慣に加えて睡眠、遊び、テレビ、
排便などの基本的な生活習慣についても検討している。今回の研究で骨量の指標として用いた音響的
骨評価値（OSI）について検討したところ、幼児の OSI は幼児の体格、ビタミン D 受容体遺伝子多型、
生活習慣とは関係がなく、また母親の OSI、体格とも関連がなく、予想外の結果であったが、成長期に
ある幼児の骨量評価の難しさが改めて浮き彫りになった点、意義深い。統計学的に有意ではないもの
の、カルシウム供給源食品の摂取頻度が高いほど OSI が高いことを示し、さらにビタミン D 遺伝子多
型が野生型（ApaI: aaおよび TaqI: TT）においてのみ、屋外の遊び場所を好む幼児の OSIは屋内を好

























英文論文 1 編、和文論文 2 編として学術誌に採択・掲載によって規定数の論文を作成しており、学術
論文作成能力も十分であると同時に、英語の語学力も十分であると考えられる。 
 以上のように、博士論文の内容、語学力、栄養科学の研究能力、管理栄養士としての実践力等を総合
的に判断し、早瀬須美子氏は独立した研究者として今後の活躍が期待できる人材と考え、博士論文お
よび最終試験を「合格」と判定した。 
